
■外来医師の変更

■糖尿病教室
　「すぐにわかるよ血糖値・自己血糖測定」
◆とき　２月26日（金）午後２時～３時
◆ところ　病院講堂（２階）
◆持ち物　糖尿病手帳、自己血糖測定器
◆問合せ　内科（病院内線535）

外
科
部
長
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※　　　網かけ部分が変更になっています。

 

昨
年
9
月
ご
ろ
か
ら
、
乳
房
痛
を
訴
え
て
来
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
乳
房
痛
の
原
因
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。
乳
房
痛
の
原
因
は
大
き
く
分
け
て
、
乳
腺
疾
患
に
伴

う
も
の
と
、
乳
腺
疾
患
以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

乳
腺
外
来
で
は
、
乳
腺
疾
患
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、
乳
腺
疾
患

に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
悪
性
疾
患
か
良
性
疾
患
か
を
拝

見
し
て
い
ま
す
。

　

乳
房
が
痛
い
と
訴
え
ら
れ
る
場
合
の
原
因
の
多
く
は
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
増
減
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
伴
う
も
の
で
す
。
閉
経
前
の
患

者
さ
ん
で
は
月
経
開
始
前
に
増
強
す
る
こ
と
が
多
く
、
更
年
期
の

方
で
は
痛
み
が
強
く
長
引
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
更
年
期
は

乳
が
ん
の
好
発
年
齢
で
も
あ
り
、
痛
み
を
自
覚
さ
れ
た
ら
ぜ
ひ
乳

腺
外
来
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
視
触
診
と
画
像
診
断
に
よ
る
精
査

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
乳
腺
の
良
性
疾
患
、
代
表
的
な
も
の
と
し

て
乳
腺
症
や
乳
腺
炎
な
ど
に
乳
房
痛
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
乳
腺
疾
患
に
よ
ら
な
い
原
因
、
例
え
ば
胸
筋
の
筋
肉

痛
や
肋
間
神
経
痛
な
ど
も
、
乳
房
痛
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

乳
房
痛
の
大
半
は
以
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
乳
が
ん

が
原
因
と
な
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
国
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
が
、
乳
が
ん
患
者
さ
ん
の
初
発
症
状
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果

に
よ
り
ま
す
と
、
最
多
は
し
こ
り
、
次
い
で
約
10
％
の
患
者
さ
ん

が
乳
房
痛
を
初
発
症
状
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
乳
房
痛

の
原
因
と
し
て
、
乳
が
ん
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

覚
さ
れ
た
ら
、
問
診
、
視
触
診
、
画
像
診
断
を
行
っ
て
、
乳
が
ん

が
原
因
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
バ
ン
ザ
イ

西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

若い力と共に！

◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　
▼
臨
床
工
学
部
か
ら
▲

　　
臨
床
工
学
部
の
業
務
の
一
つ
と

し
て
、
肝
臓
が
ん
に
対
す
る
ラ
ジ

オ
波
焼
灼
療
法
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
肝
臓
が
ん
へ
の
低
侵
襲

な
局
所
療
法
で
、
そ
の
方
法
は
超

音
波
画
像
で
病
巣
を
確
認
し
な
が

ら
、
電
極
針
を
腫
瘍
に
穿
刺
し
ま

す
。
次
に
電
極
針
に
ラ
ジ
オ
波
電

流
を
通
電
す
る
と
針
の
先
端
周
囲

が
加
熱
さ
れ
、
が
ん
細
胞
お
よ
び

そ
の
周
辺
細
胞
が
熱
凝
固
壊
死
さ

れ
ま
す
。
手
術
室
で
用
い
ら
れ
る

電
気
メ
ス
に
よ
く
似
た
も
の
に
な

り
ま
す
。

　

治
療
は
医
師
の
指
導
の
も
と
、

エ
コ
ー
室
で
臨
床
工
学
技
士
が
器

械
操
作
を
行
い
ま
す
が
、
10
分
程

度
の
治
療
法
に
な
り
ま
す
。
治
療

後
に
が
ん
中
心
部
の
温
度
を
測
定

し
、
60
℃
以
上
あ
れ
ば
が
ん
細
胞

は
死
滅
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
治
療
法
で
は
医
師
を
は

じ
め
看
護
師
、
検
査
技
師
、
我
々

臨
床
工
学
技
士
が
携
わ
っ
て
お
り
、

チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。　

通
常
、
肝
臓
が

ん
の
大
き
さ
が
2
〜
3
㎝
以
下
で

あ
れ
ば
実
施
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

治
療
法
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に

関
し
て
は
、
消
化
器
内
科
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

 　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
対
象
セ
ミ
ナ
ー
、参
加
費
無
料
）。

▼
と
き　

2
月
15
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜　

1
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
講
師　

歯
科
口
腔
外
科
医
長

　

梶　

真
人

▼
演
題　

た
か
が
口
内
炎
、
さ
れ

　

ど
口
内
炎

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課

　
（
病
院
内
線
3
6
6
）

　
▼
新
し
い
医
師
を
紹
介
し
ま
す
▲

 　

14
年
ぶ
り
に
西
脇
病
院
へ
の
赴

任
と
な
り
ま
し
た
。
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

西
脇
市
花
と
緑
の
協
会
、
エ
コ

ネ
ッ
ト
に
し
わ
き
、
西
脇
市
の
共

催
で
「
緑
花
祭
＆
環
境
・
健
康
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
内
で
は
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
・
健
康
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会
も
実

施
し
ま
す
。

■
と
き　

3
月
6
日（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
／
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ

　

茜
が
丘
複
合
施
設「
み
ら
い
え
」

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

緑
化
功
労
者
表
彰
、
緑
化
資
材

贈
呈
、
小
学
生
に
よ
る
環
境
学
習

の
発
表
、
エ
コ
や
健
康
の
展
示
・

体
験
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
春
の
寄

せ
植
え
、
花
苗
販
売
、
地
産
地
消

の
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

な
ど

■
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
・
健
康
ポ

イ
ン
ト
抽
選
会

▽
10
ポ
イ
ン
ト
で
１
回
抽
選
（
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
と
健
康
ポ
イ
ン
ト

を
合
算
で
き
ま
す
）

▽
会
場
内
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
も

ポ
イ
ン
ト
配
布

▽
景
品
＝
黒
田
庄
和
牛
、
播
州
織

シ
ョ
ー
ル
、
へ
そ
の
街
に
し
わ

き
共
通
商
品
券
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
グ
ッ
ズ
、
観
葉
植
物
、
播
州

ラ
ー
メ
ン
、
な
ど

■
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
は
お
早
め
に

▽
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
で
も
ポ
イ
ン

ト
交
換
で
き
ま
す
が
、
当
日
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き

る
だ
け
お
早
め
に
市
役
所
で
ポ

イ
ン
ト
交
換
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽
ポ
イ
ン
ト
券
は
次
年
度
の
抽
選

会
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

環
境
課
（
市
役
所
内

線
3
9
1
）
▽
保
険
医
療
課
（
市

役
所
内
線
3
7
1
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　

市
が
計
画
な
ど
の
基
本
的
な
政

策
を
決
定
す
る
際
に
、
そ
の
案
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
最
終
的
な

意
思
決
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
策
定
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

西
脇
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
（
案
）

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と

は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
人
口

減
少
に
伴
う
需
要
の
変
化
、
財
政

負
担
の
軽
減
、
平
準
化
な
ど
西
脇

市
の
公
共
施
設
全
体
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
長
期
的
総
合
的
な
視

点
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
利
活
用

や
統
廃
合
な
ど
の
方
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

■
意
見
の
募
集
期
間

　

2
月
4
日（
木
）〜
3
月
3
日

（
木
）

■
閲
覧
場
所

　

西
脇
市
役
所
2
階
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
項
目

■
意
見
の
提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
総
合
企
画
課
へ
。
題

名
・
住
所
・
氏
名
（
ま
た
は
団
体

名
）・
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
様
式
は
自
由
で
す
。

　

意
見
内
容
を
確
認
す
る
場
合
に

限
っ
て
個
人
情
報
を
利
用
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
先

　

〒
6
7
7‐

8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5 

　

都
市
経
営
部
総
合
企
画
課
あ
て

　

☎
22‐

3
1
1
1

　
　

22‐

1
0
1
4

　
　

kikaku@
city.nishiw

aki.

　

lg.jp

■
そ
の
他

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
の
反
映
結
果
な
ど
市
の
考

え
方
は
、
提
出
意
見
と
と
も
に
、

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

ま
す
。

■
問
合
せ　

総
合
企
画
課

（
市
役
所
内
線
3
6
5
）

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/

8広報にしわき　平成28年2月号広報にしわき　平成28年2月号9

西脇小児医療を守る会コラム　91

 昨年11月、第７回市民フォーラム『未来へつな
ぐ地域医療～中学生と共に歩む～』が西脇市民会
館で開催されました。中学生による作文を聞いて
最も印象に残ったことは、生徒たちが感じている
『地元愛』でした。生まれ育った西脇市を大切に
思う気持ちがあふれていました。また、私たちの

活動に賛同し、
この活動を土台
として、これか
らは自分たちが
積み重ねていき
たいという力強
い作文もあり、
大変嬉しく思い

ました。
　邉見公雄先生の講演も、これまでの活動の大切
さを振り返る良い機会となりました。
　次の世代に伝えていく大切さを感じ、また若い
人たちのエネルギッシュな力とともに『地元愛』
を持ち続けていきたいとあらためて感じたフォー
ラムでした。

▲邉見公雄先生を囲んで

122乳
房
の
痛
み

乳
腺
外
科
部
長

　
　
　
　
　

三
輪　

教
子

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

ー
西
脇
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）ー

緑
花
祭
＆
環
境
・
健
康
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り―

３
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
・
健
康
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会
を
会
場
で
実
施


